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浜田 (1991) は、 《では》のもつさまざまな機能を整理・記述したものであり、 《で
は》のもつ【転換】の用法の記述としては、妥当なものである。しかし、 《ところで》
との違いについては、 《さて》の用法を取り入れると、その説明に矛盾をきたしてしま
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《さて》の前後は別の Segmentに属する（別の Segmentをつくる）が、 《ところで》
の前後は同じ Segmentに属し、一つの nodeにつながっている。このような談話の構造












































































































曽根首相のオーバーラン発言が尾をひいている。（朝日新聞 朝刊 1頁 1986.1.10) 
(18) 初めて社会に出た日のことは、みんなよく覚えているものだ。それだけ印象の深
い、人生の大きな区切りなのだろう。巨戸口、これからどんなふうに歩いていったら
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